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令和２年度第１回総合教育会議 議事録 

 

１．開会日時 令和２年５月１３日（水） １４時～１５時５５分 

２．会議場  松浦市役所 ４階 第２・３委員会室 

３．出席者   

松浦市長 友田吉泰   

  松浦市教育委員会教育長   今西誠司 

     〃    教育委員  平原章宏、前田弘子、金井田秀規、氏山智美 

 〔事務局〕    学校教育課 宮島哲郎、松本政美、佐藤利枝、古里拓也 

教育総務課 石黒修子、反田隆二 

          生涯学習課 松永秀樹 

文化財課  内野義 

４．内容 

（１）市長挨拶 

（２）教育長挨拶 

（３）総合教育会議について 

（４）協議 

① 松浦市の教育施策の大綱について 

② ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障について 

５．傍聴人   無 

６．発言の詳細  以下のとおり（要点記録） 

【発言者】 

教育総務課長 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内  容】 

ただ今から令和２年度第１回松浦市総合教育会議を開催いたしま

す。はじめに、友田市長がご挨拶申し上げます。 

 

本日は令和２年度第 1回総合教育会議のご案内をいたしましたとこ

ろ、委員の皆様方にはお集まりいただきましてありがとうございま

す。 

今、世界的な広がりを見せている新型コロナウイルスの感染拡大に

より昨年度から新年度まで学校の臨時休業となり、子どもたちの学ぶ

機会が奪われていることを大変危惧しております。今週から何とか教

育活動を再開することができましたが、今後も感染のリスクがゼロと

なったわけではなく、いかに感染者を出さない取組をやっていくのか

という事が必要になってまいります。３月から４月にかけて学ぶ機会

を失った子どもたちへの対応をしつつ、感染させない取組をしなけれ

ばならないと思っております。感染の脅威が経済活動など大きな影響

を及ぼしていますが、一方で、この事態が収束した後には、我々が経

験したことの無い新たな可能性が広がるのでは無いかとも思ってお

ります。とりわけ、テレワークなどは実証実験になっているようにも

思われますし、学習環境においても、後ほど議論していただくＧＩＧ

Ａスクール構想など、そういったものを活用して平時に準じた補完を

することができる環境を整えてゆくことになるのではないか、またこ

れを契機として、都会への一極集中から地方への人の還流につながる

のではないか、といった期待もしております。 
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教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

市長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

いずれにしても、地域の教育力の高さが人の移入や定住につながり

ますので、教育委員の皆様には、今後とも松浦市の教育行政について

ご指導とご協力を賜りたいと思っております。  

本日の協議事項は、「松浦市の教育施策の大綱について」と「ＧＩ

ＧＡスクール構想の加速による学びの保障について」皆様のご意見を

賜りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

続きまして、今西教育長にご挨拶をお願いします。 

 

教育委員を代表しまして、一言ご挨拶申し上げます。本日は、令和

２年度初の総合教育会議ということで、こうして友田市長との協議の

場を設けていただき、誠にありがとうございます。 

また、日頃より教育関係の施策にご理解とご支援を賜り、感謝申し

上げます。市長がおっしゃられましたように新型コロナウイルス感染

拡大予防のため教育委員会関係施設の閉鎖をしてまいりましたが、今

週月曜日から市内小中学校、公民館、図書館、体育施設など再開して

いるところです。私も一昨日・昨日に市内４校を見て回り、３密を防

ぐ対策を講じながらも、子どもたちが本当にうれしそうに勉強したり

給食を食べておりました。子どもが居てこその学校だと改めて実感し

ましたし、子どもたちにもこうして普通に学べることのありがたさを

実感させたいと思っております。今後も感染防止に努めながら子ども

たち及び市民のため努めてまいります。 

さて本日は、今後５年間の松浦市の教育指針となる第２期教育振興

基本計画の主な取組についてお示しをしながらご意見をいただきた

いと思っております。また、ＧＩＧＡスクール構想による学びの保障

につきましては、今回の新型コロナウイルス感染症によって生じた課

題等も踏まえながら今後のありかたについて協議したいと考えてお

ります。 

結びに、教育は人づくりとまちづくりの根幹と考えます。 

友田市長におかれましては、今後も引き続き、教育行政推進に対す

るご尽力をお願い申し上げます。 

 

ありがとうございました。それでは、これから協議に移らせていた

だきますが、議事進行につきましては、松浦市総合教育会議運営要綱

第５条の規定により、友田市長が行います。よろしくお願いします。 

 

規定により、私の方で、議事進行を務めさせていただきます。 

まず議題１「松浦市の教育施策の大綱について」協議に入ります。 

教育総務課長から本議題についての説明をお願いします。 

 

本題に入ります前に、お配りしております「第２期 松浦市教育振

興基本計画案」の基本目標とそのための施策について説明させていた

だきたいのですがよろしいですか。それでは、２７ページをお開きく

ださい。令和２年度から５年間の基本目標を定めております。その目

標を達成するための具体的な施策を次のページ以降に第 2章として記
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

載しておりますので、主なものについて各課説明してまいります。 

 

学校教育課分について２８ページ以降をご覧ください。 

基本目標Ⅰ「生きる力（確かな学力、豊かな人間性、健やかな体）

の育成」として４つの施策を挙げております。 

施策１「児童生徒の確かな学力の育成」につきましては松浦市の最

重要課題と考えております。「全国学力・学習状況調査、県学力調査

を踏まえた授業改善」の項に授業内容への理解に関するアンケート結

果を示しており、第１期計画までは「授業の内容がよくわかる」と回

答している児童生徒の割合を目指す成果指標としておりましたが、第

２期では、全国学力・学習状況調査の平均正答率を全国平均と同等と

するよう成果指標に加えております。 

施策２「児童生徒の豊かな心と健やかな体の育成」のうち、「道徳

教育の充実」については全国学力・学習状況調査の生活習慣状況調査

等で全国より比較的良い数字が出ておりますので、更に伸ばすような

指標を設けたほか、「子どもの読書活動の推進」では学校図書館整備

１０か年計画に基づき図書標準冊数の１００％達成を目指しており

ます。「基本的生活習慣の定着」については、習慣の確立を目指すた

め啓発リーフレット「松浦っ子のよりよい成長のために」の内容（早

寝早起き朝ごはん、家庭での計画的な学習、家庭でのコミュニケーシ

ョン、家庭でのルールづくり）に沿った成果指標を設けております。

「郷土を担う人材の育成」では、新たに「ふるさと教育」の全校実施

及び小中学校連携による指導計画作成を成果指標としており、松浦高

校での学びにも繋げたいと考えております。 

 施策３「児童生徒の学びを支える学校づくりの推進」につきまして

は、現在小学校の授業で落ち着いて席につき授業を受けることが苦手

な子どもたちが増えている中で、子どもたち個別の状況に応じた個別

の教育支援計画による対応を成果指標としております。「子どもの心

と向き合う教育相談体制の整備」については、以前発生した事案等も

含め子どもたちのＳＯＳ発信を受け止める体制づくりに努めてまい

ります。「少子化に対応した活力ある学校づくり」について、児童生

徒数の減少が今後更に進むことから、「第２次松浦市小・中学校適正

配置基本計画」の策定及び市民アンケートの取組を行うものとしてお

ります。 

 施策４「社会に開かれた教育課程の実現」のうち、「開かれた学校

づくりの推進」について、コミュニティ・スクールの設置により、と

もだビジョンにある「小学校区を中心としたまちづくり」に沿って進

めてまいります。 

 

教育総務課関係分については４７ページ以降をご覧ください。 

基本目標Ⅱ「安全安心で快適な教育環境の整備」として、それに向

けた５つの施策を展開してまいります。 

施策１「学校施設整備の推進」では、学校施設の耐震化 100％を目

標にしております。令和２年度で鷹島小中学校の建築が終了いたしま

すので目標達成出来ると思います。 
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生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

施策２「学習環境整備の推進」では、「情報通信機器の計画的更新

と新たな ICT教育環境への拡充整備」を掲げております。ここは、本

日の議題にもあがっておりますＧＩＧＡスクール構想の整備計画に

基づくものでございますが、最終的な目標を「児童・生徒に１人１台」

としております。他の施策につきましては第１期計画と同様でござい

まして、引き続き努力してまいります。 

 

 生涯学習課関係分については５４ページ以降をご覧ください。 

基本目標Ⅲ「学校・家庭・地域の連携強化」として３つの施策を掲

げております。 

 そのうち施策１「学校・家庭・地域が連携した教育活動の推進」で

は「地域学校協働活動の推進」として、先ほどの学校教育課説明のコ

ミュニティ・スクールの導入に伴う地域学校協働本部の設置を進めた

いと考えております。 

 施策２「家庭教育の充実」では、保護者の家庭教育を行う力を向上

させるため、ＰＴＡなどを通じて保護者間での情報交換の促進に力を

入れたいと考えております。 

基本目標Ⅳ「生涯にわたる学びのサポート」として５つの施策を掲

げております。 

そのうち、施策２「生涯学習施設の整備」では、「公民館の整備と

管理運営」として、令和２年度に調川公民館の新築整備を予定し現在

工事中です。令和３年度に公民館整備計画を策定することを目指す成

果指標としております。 

 基本目標Ⅴ「スポーツ・レクリエーション活動の推進」として４つ

の施策を掲げております。 

 今回のコロナウイルス感染症の影響でオリンピック聖火リレーや

インターハイなぎなた大会ほかスポーツ関係行事が中止となってお

り、子どもたちの練習の成果が発揮できる場がなくなり残念ですが、

新しい目標に向けて頑張っていただけるような施策に努めてまいり

たいと考えております。 

 

文化財課関係分については７１ページ以降をご覧ください。 

 基本目標Ⅵ「文化財の保護と文化芸術活動の推進」として４つの施

策を掲げております。 

 施策１「文化財の保存と活用」として、文化財をまちづくりに活か

すことに主眼を置いた内容としております。 

 施策２「文化財の情報発信」として、特に文化財の価値を多くの人

に伝えることと、歴史に親しむ機会の提供として出前講座や体験学習

に力を入れたいという内容としております。また水中考古学拠点を目

指すための取組にも力を入れたいと思います。 

 施策３「伝統文化の保存と継承」として、伝統芸能等の支援を行う

こととしております。 

  

 ただいま、第２期松浦市教育振興基本計画（案）について説明して

いただいたところですが、本日皆様にご協議いただくのは「松浦市の
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市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金井田委員 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

教育施策の大綱について」でございます。大綱は、首長が、教育学術

及び文化の振興に関する統合的な施策についてその目標や施策の根

本となる方針を定めるものとされておりまして、前回、平成２７年に、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律に

基づいて、平成２７年度から平成３１年度にかけての大綱を策定して

おります。その際は、第１期の大綱と、第１期の教育振興基本計画が

それぞれあったわけですが、文部科学省の通達によりますと、この教

育振興基本計画を定めている場合に、その中の目標や施策の根本とな

る方針が大綱に該当すると位置づけることができると考えられるこ

とから総合教育会議において教育委員会と協議調整して教育振興基

本計画の内容をもって大綱に代えると判断した場合は、別途に大綱を

策定する必要はないとされております。 

従いまして、ただいま各課から説明がありました第２期計画案の中

で、まず皆様に疑問点やご提言等があれば、そのことを踏まえて、大

綱に代えるべきものであるかを後ほどお諮りしたいと思います。 

 それでは、皆様の方から何かご質問があればお願いいたします。 

 

（補足説明として）同時期の策定となる「松浦市総合計画」の基本理

念にある「育つ」「つながる」「根をおろす」の部分は、教育振興基本

計画の中にある、「教育のまち松浦」をつくるために＜大人が学び、

大人が手本を示し、子どもも大人も共に育つ＞の考え方が十分取り入

れられていると思っています。市民皆様のご意見をひとつひとつ丁寧

に取り入れ市議会で策定をしていただきました。これはまさに１０年

後の松浦市の目指す姿でありまして、それを実現するためにこの総合

計画に基づいて施策を講じてゆかなければならないと思っておりま

す。ちょうど同時期に策定された総合計画とこの教育振興基本計画が

同時スタートできるというのは、行政として施策の齟齬がなく非常に

整った形になる、そういった意味も含め、皆様のご意見を賜ればと思

います。 

 

 総合計画の記載内容についてですが、今後松浦に住みたいかどう

か、という意見の中で「住みたくない」というのが多いですが、子ど

もたちの未来を考えると、魅力のあるまちを作らなければならないと

いうことですが、次の議題にあるＧＩＧＡスクールのような最先端の

学校教育をしていただくことで、予算等のこともあると思いますが、

子どもたちにとっても住み続けたいまちになるのではないかと思い

ます。 

 

 総合計画のその部分は、子どもたちへのアンケートの結果としての

率直な思いだと受け止めています。なぜ子どもたちがそう思うのか、

というところで、総合計画においては登場人物の「まつ・うら君」が

周囲の人々に松浦について話を聞きながら最終的に「松浦がいいんじ

ゃないか」と思うようになってくれますが、それはたぶん今の子ども

たちも同じで、もちろん教育の意味で最先端を目指す必要性に今後迫

られてくるとは思いますが、現状においても、松浦の良さを子どもた
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教育長 

 

 

 

 

 

 

前田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちが十分に知らなかった、我々も伝えてなかった、そもそも大人も気

づいていなかったのではないか、そういうこともあると思います。例

えば家庭での松浦についての発言など、親の影響は大きいと思ってい

ます。 

（総合企画を開き示しながら）「松浦は決して大きな町ではない、大

きな町と比べて便利な暮らしができるわけでもない。」その通りだと

思います。だけど、松浦には皆が誇りを持っていいものがたくさんあ

り、これからも住み暮らしたいと願っている人がいる、皆が気付くこ

とが大事だという事を子どもたちと一緒に考えてほしいと思ってい

ます。今回の総合計画の体裁が従来と違う漫画風ということにも様々

なご意見がありましたが、やはりこれからは全ての市民に松浦の良さ

に気づいていただき一緒になってまちづくりを考えていただこうと

いうことから、子どもでも読める内容にして、全ての家庭にお送りし

ました。家庭だけでなく学校の総合的な学習の時間でも使い、松浦の

魅力や改善を考えるツールとして使っていただきたい。そういった活

動をしないと、子どもたちが松浦のことを好きだという率は増えず、

それでは松浦の持続可能性は無くなってしまうので、一緒になって考

えていただく取り組みを進めたいと思っています。当然、足らざる分

はたくさんありますので、そういったものをどう補ってゆくのか、財

政の話はあまりすべきではないと思いますが、残念ながら人口減少に

より財政の余裕は無くなってゆく中で、どこに重要な資源を投入して

まちづくりをやっていくのか、これも市民の皆さんとじっくり議論を

しなければと思っています。その中で、教育は大事なものであり、将

来を作る子どもたちがしっかり学んで考えていく機会を保障する、そ

のバランスを間違えないようにやっていくことは必要だと思ってお

りますので、ぜひそういった視点で今後ともご指摘をいただければと

思います。（この後、総合計画の今後の周知やまちづくり推進体制等

の予定について補足） 

 

教育振興基本計画が教育施策の大綱に代え得るものであるのかと

いうことにつきましてですが、この計画自体、これまでの取組を分析

し、今後の教育のあるべき姿や市の状況を踏まえたものとなっており

ます。また先ほどの総合計画の柱も十分に踏まえながら作られており

ますので、私としては、この大綱にしっかり耐えうるものであると考

えております。皆様のご意見はいかがでしょうか。 

 

 教育振興基本計画では、各課の目標とそれに向けての取組が様々な

方面から考えられ、よく計画されていると思っております。特に先ほ

どありました「「教育のまち松浦」をつくるため」に、の中にありま

す「あいさつで心かよう松浦」「奉仕活動で心みがく松浦」という身

近な実践目標が出されていて、わかりやすいと思います。ふるさと教

育についても、大変良い取組であり、義務教育から高校までしっかり

とつながって市全体が活性化するために、総合計画に関して市長が話

されたように、地域の良さに目が行くよう、私たちも頑張らなければ

と思います。 
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市長 

 

 

平原委員 

 

 

 

金井田委員 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 総合計画は読みやすく、自分の子ども、絵本感覚で一気に読んでい

ました。私の家庭では、子どもたちも私たちも皆松浦が大好きですが、

その理由を考えますと、やはり学校や地域の行事に大人が参加して楽

しんでいる姿を見せるということが大事だと思います。 

 

いくつかのご意見をお聞きしましたが、あらためて、振興計画をも

って大綱の内容とすることについてのご意見はいかがでしょうか。 

 

 全てを網羅する総合計画に対して、振興計画は法に基づいた教育の

最上位計画として細かく施策が計画されておりますので、これの実現

を目指していただければ素晴らしいのではないかと思います。 

 

 鷹島地域について内容を見ますと、小中学校改築による耐震化の完

成があり、鷹島神崎海底遺跡の記述もあります。観光誘致という点で

も考えたいのですが、文化財・史跡の一覧がありますが、子どもたち

はこれらの価値をよく知らないと思いますので、学校でも、実際に見

学させ授業に取り入れたりしてはどうかと思います。 

 

 さきほど学校教育課長から説明がありましたふるさと教育の中で、

今の金井田委員のご指摘への取組が重点的になされるということに

なるのでしょうか。 

 

 ふるさと教育の中でしっかりと取り組まなければならないと思い

ますし、計画的に小学校から中学校へと計画的に進めることにより、

子どもたちに学びを意識させなければならない、また松浦市の良いと

ころを、実際にその場に行って見ることが大事だと思います。鷹島神

崎海底遺跡は世界的にも誇れる遺跡ですので、見学の機会をどんどん

作って行きたいと思います。 

 

 去年は体験学習として５校に来ていただいております。３年毎のア

ンケートでは周知度は約半分程度にまで達し、また鷹島に来た人数も

増えてきておりまして、今年もまた調査をしたいと考えております。 

先ほどのご発言で観光の側面にも触れられましたが、文化財に関し

ては、活用する、ということを、今回の計画では重点的な内容といた

しました。活用することで、郷土の誇りや経済活動に結び付けること

も視野に入れた内容としております。 

 

 やはり、元寇の歴史を鷹島だけでなく松浦全体の歴史としてとら

え、松浦党の歴史などもまた同様に、子どもたちに郷土の歴史として

認識させることが大事だと思います。合併して１５年目になりますの

で、市全体の歴史を知り、またご指摘のように人を呼び込むというこ

とも今後必要だと思います。そういった意味でも、今回の計画で具体

的な数値目標も掲げられているところです。 
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市長 

 

 

市長 

 

 

 

教育総務課長補佐 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 ここまでのご意見を伺いましたところで、私といたしましては、こ

の教育振興基本計画をもって、教育施策の大綱としたいと考えており

ますが、皆様方からのご賛同はいただけますでしょうか。 

 

（賛同の声） 

 

 それでは、この「第２期松浦市教育振興基本計画」をもって、「松

浦市の教育施策の大綱」に代えることといたします。 

 

 それでは議題２「ＧＩＧＡスクール構想の加速による学びの保障に

ついて」まず、このＧＩＧＡスクール構想について説明をお願いしま

す。 

 

 別紙資料に沿って概要の説明をいたします。 

（記録末尾「資料１」を読み上げて説明） 

 

 このＧＩＧＡスクールについては、当初から、国が強力に進める方

針でしたが、コロナウイルスの影響で各学校が臨時休業を余儀なくさ

れる中でリモート教育活動の必要性が増え、今年度中に一気に整備す

る状況となっております。いま説明があったように、６月の補正予算

で児童生徒の３分の２まで対応しようと考えております。これは、文

科省が今年度に行う整備まで補助対象とするよう前倒ししたことに

応じたもので、残りの３分の１についても速やかに自主財源で行うよ

う要請されております。１人１台を謳いながら３人に２人しか持って

いないとすると構想本来の意味にはつながらないで、十分配慮しなが

らやらなければいけないと思っております。 

 学びの保障については後ほど説明を受けて議論したいと思います

ので、まず、いま説明を受けたこの構想の内容について皆様方との意

見交換をしたいと思います。 

 

 ＧＩＧＡスクール構想を説明した国の説明資料（末尾「資料２」）

には、「教師は授業中でも一人一人の反応を把握」や「個人の能力に

応じて別々の課題を提供して学ばせる」といった改善点が謳われてい

ますが、正直、教室で一緒に先生の話を聞きながら学びを深めていく

という我々の経験した感覚からすると、果たしてそれは実現できるの

かと、疑念を持っていました。しかし、今回の一斉休業のように、子

どもたちが２０日間も学校に行けないようなことになってきている、

これではやはり対応できる環境を整えなければならないと、思いなお

したところです。日本全国でこの状況を踏まえた対策が進む中では、

この取り組みをしないという議論はもう無いだろうと、ただ、どのよ

うに有効に活用するのかがよくわからない状況ではないかと思いま

す。この点について学校教育課から何かお話していただけますでしょ

うか。 

 

（末尾「資料２」を示しながら）まず、「個別最適化された教育の実
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市長 

 

 

前田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

現」という部分がキーワードになろうかと思います。授業の流れで申

しますと、教師が一斉に、例えば掛け算について黒板・電子黒板で解

き方を説明し、子どもたちに例題をそれぞれの端末に配信して解か

せ、教師は机間巡視しなくてもその様子を自分のパソコンで一斉に見

て、理解の様子を即座に把握して理解が遅れている子どもに素早く助

言をしたり、助言の様子を周囲に見せずパソコン同士のメッセ―ジで

直接指導をする、そういったことが可能となります。また、課題を先

に解いた子どもが遊ばないように、自主的に追加の課題を探して先に

進めるようにすることもできます。「主体的で対話的で深い学び」に

ついては、子どもたちが自分で編集したそれぞれの内容を数名のグル

ープで整理する共同学習への活用などがこの資料に示されている内

容と思われます。これらを実際に授業でスムーズに行うための研修が

重要になります。導入によって有用となることはたくさんあります

が、そのためには先生方が指導方法を変える必要があり、負担もかか

りますので、それを軽減するための支援をするのが教育委員会の役割

だと思います。 

 

 今、事例を挙げて説明いただき少し見えた部分があるのですが、皆

様のご意見はいかがでしょうか。 

 

 難しい今の状況ですが、学びの保障については必ずやらなければな

らないと感じています。先日のテレビ放送で、オンライン授業の効果

について、今まで発言をしなかった子どもたちが発言するようになっ

てきた、という言葉を聞きましたが、一斉授業とは異なる子どもの積

極性・主体性が見えてくる動きなど、学びの深まりが出来ているよう

です。また共同学習が簡単にできるようになれば、そこで他人の意見

を聞いてまとめて、再び自分自身の考えを掘り下げることになりま

す。他の先進国同様、今の難しい状況においては、オンライン授業な

どの格差の無い授業を受けさせなければ、将来に苦しい結果を残すこ

ととなりそうですので、ぜひお願いしたいと思います。 

 

 私も前田委員と同意見でして、ぜひこの機会をとらえてＧＩＧＡス

クール構想を進めていただきたいと思います。やはりいろんな学びの

環境を広げるという意味では、時代の趨勢として必要とされています

んで、よろしくお願いします。 

 先の説明の中で気になっている点として、具体的な通信方式に関

し、無線ＬＡＮ方式とＬＴＥ方式のうち新型コロナへの対応でＬＴＥ

方式とする場合、皆が慣れていない中でどうだろうか、という懸念を

持っています。それと、タブレット等の機械は更新時期がありますの

で、そのあたりは具体的にどうなっているかお尋ねします。もうひと

つ、今年度は３分の２を対象とするということで、対象となる学年は

どういうふうにされるのか、考えをお聞きしたいと思います。 

 

 まず、コンピュータの更新時期について事務局から説明してくださ

い。 
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市長 

 

 

教育総務課長補佐 

 

 

 

 およそコンピュータの耐用年数は５年が目安でして、故障しなくて

もソフトウェアなどの動作環境が古くなり更新する必要が生じます。 

機種等によって違いますが、約６～８年が限度と考えております。 

 

 ３分の２の台数の学年等の振り分けについてはどうですか。 

 

 現段階では小中学校ともに上の学年から、ということを考えており

ます。（具体的にはまだ検討中です） 

先ほどの更新時期に関して、長崎県での共同調達を予定する中での

説明会の情報では、ＯＳの利用可能年数が一番長い機種が現在予定さ

れています。 

 

 校内無線ＬＡＮとするかＬＴＥとするかについてですが、どちらも

共用できるという形はちょっと贅沢だろうと思います。学校では無線

ＬＡＮ、家庭での持ち帰りではＬＴＥというのは理想ではあっても難

しいですし、現在、松浦市情報基盤整備事業により飛島・黒島を除く

松浦市内全域で光回線環境が整う予定ですが、各世帯が契約する必要

があり、自ずと全世帯で通信環境が整うということにはならないと思

います。そういった中で家庭のＷｉ－Ｆｉ環境が無いと使えない端末

を整備しても、今般のような事態に活用できない、ということになり、

そうなるとＬＴＥの方が望ましい選択ではないかと、判断を悩んでい

るところです。ＬＴＥの場合は通信費用を毎月負担することになりま

すが、大型契約ということもあり、一般利用者と比べると相当に安く

なっているようですので、これから６月議会に向けて検討をしている

状況です。 

 

 家では使えない、となると意味が無いと思います。今回のコロナシ

ョックもこれで終わりではなく、他の災害等も含め、次もあると考え

ると、持ち帰り利用できる整備をしてゆかなければ、と思います。 

 

 そういった点を国も考慮し、所得制限などもありますが、家庭に通

信環境が無い場合にポケットＷｉ－Ｆｉ機器を貸し出す計画も講じ

られているので、それらも含め検討し、いったんパソコン配置したら

家庭でも使えるようにしなければならない、と思っております。 

 

 家庭利用の場合、一定の通信速度にしないと意味がないと思いま

す。家庭や地区によって差が出ないようにしなければならないかと。 

 

 そういった課題もあります。オンライン授業をしていて、データ回

線が細いようでは支障があるでしょう。そのあたりはどうですか。 

 

 通信インフラの地域格差で申しますと、そういった部分を埋めるた

めのＬＴＥ方式を普及させるという施策の考え方がまずあります。ま

た市長が話された家庭への機器貸し出しにつきましても、就学援助を
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学校教育課長 

 

 

 

 

受ける世帯に限られておりますし、そもそも家計と通信格差の状況は

必ずしも一致せず利用形態も様々であり、市が一律に扱うというのは

難しい部分があるのではないかと思っております。これらのことか

ら、公平性と利便性を考えた上でＬＴＥ内蔵端末としてはどうかと考

えております。ただし、端末の調達は年度内の遅い時期ですので、目

下の緊急対策のため貸し出し用のＷｉ－Ｆｉルータを使うことも考

えております。 

 

 学習面での必要もありますが、私としては家庭と学校を結ぶ人のつ

ながりという点でも遠隔授業のインフラ整備が必要と思います。また

機器の故障や使い方についての技術支援の人材配置も考えるべきか

と思います。 

 

 そういったハード面も含めたアドバイザーの導入についてはどう

なっているでしょうか。 

 

 人材雇用（ＧＩＧＡスクールサポーター）のための補助も今回の緊

急対策に含まれていますが、従前からのＩＣＴ支援員の制度も含め、

ＩＣＴ教育の内容を含めて全般的な対応を行うことができる内容と

なっています。これらの導入は自治体それぞれの考え方によります。 

 

 ＩＣＴサポーターは、例えば市が研修の講師を依頼して学校の先生

方に受講していただく、といった形になるのでしょうか。 

 

 ＧＩＧＡスクールサポーターは、専門的知識のある人材を国が斡旋

した人材や研修を受けた地元の人材に業務委託等で契約するような

形が考えられているようです。 

 

 先生の負担を減らすためには支援員が必要になるので、やはり考え

ていただきたいと思います。 

 

 いま教育支援員なども雇用しており、子どもたちの学ぶ機会は確保

してゆかなければならないと認識しています。その費用をどう捻出す

るかということについては、松浦市の財政状況の中でどの部分をそち

らに回せるのか十分に配慮して対応したいと思います。 

 

 端末の導入は学校の先生方でも苦手にされる方もあるでしょうか

ら、導入時の支援についても、市長にはよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

 最近ではスマートフォンの普及もあり、タブレット機器の習熟も進

んでおり、導入の支援となるアプリなども開発されていますので、最

初に学校にパソコンが入ってきた頃ほどの抵抗感は無いと思います。

まず使いやすいものから少しずつという視点で、負担をかけないよう

進めて行ければと考えております。 
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 県で共同調達をすることから、端末の種類が県内で揃うということ

になります。先生間での相互研修や、情報通信の機能を生かした支援

ができるのではないかと思います。ただ、導入してすぐに完璧に使い

こなすというのは無理だと思いますので、必要な支援措置を我々も県

市長会などを通じて国に求めるなどしなければならないと思います。 

 このコロナ禍での経済対策もそうですが、それぞれの基礎自治体の

財政状況による支援では明らかに格差が出ます。格差の対策なのに財

政で格差が生じる点は国にしっかり求めて行く姿勢が必要で、一方、

行政に求められているものについてはちゃんと対応できるよう予算

の配分をしっかり考えたいと思います。ＧＩＧＡスクールのハード面

の整備については、６月市議会への補正予算を計上し、国の補助によ

り３分の２までを年度内に整備する予定としており、その運用につい

てもご指摘のあったものを踏まえ対応したいと考えております。 

 続いてＧＩＧＡスクールの学びの保障の部分について、学校教育課

から説明をお願いします。 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休業に伴い、教育

現場ではこれまでどおりの学力保障が危ぶまれている状況にありま

す。そこで市として今やるべき学力保障について、資料を基に説明さ

せていただきます。（記録末尾「資料３」参照） 

まず現状ですが、昨年度末までに学習予定だった内容の積み残しが

あります。それを４月の初めにそれを補って行うため、その分の授業

時数について夏休みを６日間縮めて確保するようにしておりました

が、また４月２２日からの臨時休業となりました。 

臨時登校日などを設けて家庭学習の状況把握をしておりましたが、

それでも、学校間の取組内容の差異の把握、また内容が学習計画に位

置就くものであるか把握するということが市教委として十分に出来

ているか、というところに課題があると考えております。また、大き

な課題としまして、児童生徒が家庭学習に取り組む中での疑問に対応

する体制が整っていない、つまり、双方向型の学習に至っていないこ

とが大きな課題だと思います。このことを解消すべく市教委が行う取

組として、ＧＩＧＡスクール構想がどうなるかわからない現状の内容

と、今後検討してゆく内容で色分けして記載しております。まず、現

状の取組を記載したピンク色の部分ですが、臨時休業中は子どもたち

が計画的に自分で家庭学習に取り組む力を育成しなければならない

と考え、具体的なイメージとして、予習ができるよう、教員からの学

習の進め方の提示を使って自ら学習する力を育てるようにと考えて

います。同じくピンクの部分で、学習教材・無料動画等の情報紹介、

特に文部科学省のホームページにある子どもの学びの応援サイトに

ある様々な学習の取り組み方等が紹介されていますので（各企業サー

ビスの実例を紹介）、これらを学校に紹介しております。ただし、こ

れらの教材等を有効活用するためには、公費でＩＣＴ環境を整える必

要があると思いますが、ここで課題となるのが、各家庭のインターネ

ット環境に関するアンケート調査結果の資料（添付省略）にあるとお
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金井田委員 

 

学校教育課長 

り接続環境が無い約５％の世帯があること、更に保護者が仕事で不在

の時間帯には接続環境が無いと考えられる世帯があることです。 

これから検討すべき内容及び課題を記載した黄色の部分ですが、双

方向型の授業のための授業動画の作成配信を個人端末の無い状況で

行うための動画サイト限定公開等や、個人端末配置後のデジタル教材

及び電子黒板を活用したより質の高い授業、健康観察・生活習慣づく

りとして配信アンケートによる状況把握とコミュニケーションづく

り、ソフトウェアを活用して個別対応が可能な学習問題の配信・添削

などがあります。こういったものの活用で学力の保障が出来てゆくの

ではないかと考えております。 

 

 臨時休業の課題を受けてその学びの保障をどうするのか、という課

題と、このＧＩＧＡスクールの整備によって新たに生まれる学びの保

障との２点が、今日の議題になるのかと思います。 

 まず１点目について、皆さんが気にしておられることについてご意

見をいただきたいと思います。 

 

 密閉・密集・密接とあり、前２者はともかく、密接が悪い意味にな

ってしまっている状況ですが、アナログであろうとデジタルであろう

と密接でなければならないと私は思っています。相対が難しいならば

動画通信や電話でもいいので、成長過程の子どもには密であって欲し

いと強く思っています。ぜひお願いします。 

 

 私も授業をしているときは、励ましたり、労ったり、温もりを持ち

ながら動いていくことが多々ありましたが、それが無くなっている状

態だと思うので、せめて、休業中に家でなにかあったときに、学校に

行って誰かに話ができる状況もどこかに置いていただきたいと思っ

たりもします。 

 

 今の状況で、夏休みはどのようになるのでしょうか。 

 

 ３月休校の時点でも夏休みが少なくなると報道されていますが、こ

のあたりはどうでしょうか。 

 

 先ほどの説明にもありましたが、昨年度の振り返りや学びなおしを

４月の初めにした分、夏休みを６日間短縮して行うとしておりまし

た。先日、志佐小学校に取材があり校長先生へのインタビューも放送

されましたが、小学校は１学期の終わりを７月３０日まで遅くして、

中学校は県中体連との日程の関係もあり異なる日程で、２学期を８月

２４日に早めてスタートするという形で夏休みを短縮し、学びの保障

をやってゆきたいと考えているところです。 

 

 決定でしょうか。 

 

 決定しております。 
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 保護者としては、夏休みは少なくても良いとは思いますが、先生方

が大変だろうと思います。 

 

 全ての子どもたちに影響していることですが、とりわけ受験を控え

ている中学３年や高校３年にとっては深刻だと思います。全国・県内

ほぼ同じような状況ですから、競い合う環境の差というのはそれほど

無いかもしれませんが、でもやはり、学ぶ機会がそれだけ少なくなっ

ていることは問題です。大学受験においては学びなおしをしっかりや

っている予備校生が有利で現役生と差が出ると新聞記事にありまし

たが、全ての学年がそれぞれ習得すべき授業をどう取り戻すか、先生

方は大変だろうと思います。鷹島小中学校だけが建て替え中のため来

年までエアコンが未設置で大変申し訳ないのですが、他の学校は設置

済みですので夏休みの暑さ対策についてはなんとかなると思います。

教育委員会の方で各校長先生と連携をして、少なくともコロナによっ

て不足する部分は補うよう頑張っていただくということです。 

一方、ＧＩＧＡスクール構想による学びの保障という点で、先ほど

説明がありました中での今後の検討という部分についてはいかがで

しょうか。今後、１人１台が実現できれば、先のご意見にもあった、

休業期間中でも子どもたちと向き合っての対応ができる、場合によっ

てはなかなか学校に来られない子どもたちとのコミュニケーション

がはかりやすくなるように思います。ただひとつ気になっているの

は、報道されていた児童虐待事案の中で、子どもがプリントに書いた

被害内容が加害者に漏れたといったことがありましたが、双方向個別

通信の環境で、記録として残った内容が同様になってしまうとすれば

それは避けるべきだと思います。このあたり、何か議論になっていま

すでしょうか。 

 

 その事例を想定した議論はしておりませんが、児童虐待に関しては

悩みをそこから発信するとなればご指摘の危険性はあるかと思いま

すので、使い方としては、文字でのやり取りは十分慎重にして、それ

よりは通信中の映像の中の児童生徒の態様などから気づくといった

活用ができないかと考えています。 

 

 そのことで、情報セキュリティという部分で補足説明をします。現

在導入を計画している機器の設計としては、基本的にはクラウド仕

様、端末に情報を残さずネットワーク上にのみ置かれるようになって

います。この環境の場合、認証手順により子どもが使う時にだけ情報

を引き出すことができる、それ以外では親はアクセスできない、とい

う仕組みをつくることは可能です。ただし、運用については難しい部

分もあるように思います。 

 

 プラス面もあればマイナス面もあり、怖い部分もありそうですね。 

 

 新たな課題が生まれてくると思います。しかし最初の方で平原委員



 

 - 15 - 

 

 

 

 

 

 

平原委員 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

氏山委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

もおっしゃったように時代の趨勢でもあり、やらなければならないと

思います。前田委員のご意見にもありましたように、世界の標準から

の格差が生じるようでは国としても駄目だと思いますし、金井田委員

のご指摘のように地方自治体として格差を生じさせないような保証

ができるよう、最大限に頑張らなければならないと思います。 

 

こういった新しい環境への対応など、学校の先生方が大きなストレ

スを抱えて仕事をされている状況ではないかと心配しています。 

 

 ほんとうに先生方も、国がどんどんいろんな方針を変えていく中、

１０年前とは全く違う状況に常に対応しながら、子どもたちと向きあ

わなければならないということでストレスがあるだろうと思います。

本当はこのＧＩＧＡスクール構想はそういった負担を少なくすると

いう内容も謳われているわけですが、どうでしょうか。 

 

 うまく使いこなせるようになれば、先生方にとっても板書やプリン

ト準備など、省力化につながると思います。 

 

 様々な効果があるこの構想については、ぜひお願いしたいと思いま

すが、特に遠隔教育の実現に関しては、近くに大学や大きな図書館、

美術館も無い、ある意味で教育過疎地といえないこともない松浦市の

状況や、小規模校での課題もある中で、弱点を補う大きな力になる気

がしております。その面でも期待をしている事業です。皆で知恵を絞

りながら取り組みたいと思います。 

 

 この構想については、子どもたちが端末を手に取って使えるように

なるということで、行政として、整備後の活用については、義務教育

だけでなく、地域全体の学びにつながるような活用策を考えたいと思

います。ひとつの例として、まだ具体的ではありませんが、松浦高校

でこれまで取り組んでいた地域協働教育活動「まつナビ」が本年度か

ら文部科学省の事業採択を受けましたので、今後その地域連携の枠組

みの中で、長崎大学とも教育委員会にあるサテライトオフィスなども

通じ連携しながら、このＧＩＧＡスクールの環境を活用することがで

きると思います。そういった部分との連携を図ることで、まさに松浦

市が総合計画に掲げた、子どもたちが地域を知って、地域のことを学

びながらいろんなことを身に着けて、大人も一緒になって学んでい

く、そういったところまで連携が出来れば、と思っています。具体的

なアクションにはまだ時間がかかりますが、そういった構想も持ちつ

つ、このＧＩＧＡスクール構想に対応したい考えですので、今後も

様々な場で皆さんのご意見をよろしくお願いします。 

 

 ほかにご意見などありませんようでしたら、協議についてはこれで

終わりまして、続いて、「その他」に移らせていただきます。 

 皆様から何かございませんでしょうか。 
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 報道などされています、９月入学に関して、教育委員会の中でそう

った話はありましたでしょうか。 

 

 その件につきましては、先日に新聞社からの取材にも回答しました

が、現段階では松浦市としては９月入学ということは考えず、今は子

どもたちの学びの保障をどうするか、子どもたちが学べなかった部分

をどのようにして支えていくかを重点にして、国の動向がわからない

段階では課題とせず、今やれることをしっかりとやっていくことが先

決だと考えております。 

 

 コミュニティ・スクールなど新しい取組をされていますが、例えば、

福島地域にある「ふるさと祭り」の話し合いなどに、関心を持ってい

る中学生、生徒会などが参画するような場などについても、同様の取

組としてできるものでしょうか。 

 

 コミュニティ・スクールが該当するかは次に説明をいただきます

が、ともだビジョンの小学校区単位のまちづくりに関して、今年度、

福島地区区長会へ取組をお願いした内容としまして、区長会やＰＴＡ

などの各種団体を横軸で結ぶ協議体としての「ふるさと祭り懇話会」

をまちづくりに活かせないかという話をしておりまして、具体的な取

組をお願いしているところです。今のお話のように、他のイベントも

含めて子どもたちも入れて、一緒にまちづくりについて考えるという

ことも提案して良いと思います。去年の祭りでも子どもたちがアジフ

ライバーガーを作ったり米を売ったりしていましたし、地域の活動を

学校が中心にやっていくことは出来ると思いますが、いかがでしょう

か。 

 

 おっしゃるとおりだと思います。どんどんアイデアを出すような場

に、コミュニティ・スクールも利用して、まちづくりに寄与する流れ

になれば良いのではないかと思います。 

 

 では、次回の会議について事務局からお願いします。 

 

総合教育会議は、年３回、学期ごとに行うことにしておりますので、

次回は１１月か１２月に開催を調整したいと思っております。皆様か

ら議題のご提案がありましたら教育委員会定例会の場でお伝えくだ

さい。 

 

 首長が教育施策の大綱として教育行政についての考え方を示す上

で、総合教育会議に議論をすることが大事ですので、皆様の方から、

ぜひこの議題を深めて話をしたい、ということがあればご提案をいた

だきたいと思います。 

 他になければ、以上をもって、令和２年度第１回総合教育会議を閉

じさせていただきます。ありがとうございました。 
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